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議案審議

可 決可 決令和３年度花巻市一般会計補正予算（第４号）

要旨 ･･･�新型コロナウイルス感染症対策経費のほか、生産施設等整備事業、萬鉄五郎記念美術館整備
事業等の追加に係る歳入歳出予算の補正、繰越明許費および地方債の補正。歳入歳出にそれ
ぞれ３億 6,703万５千円を追加し、総額 499億 791万２千円とするもの。

質　疑

【地域づくり交付金関連】
○質問･･･今回追加する地域づくり交付金501万９千円の内容について伺う。
　答弁･･･�令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により各種イベントが中止となって11団体か

ら約1,000万円返納された。このうち、６団体から令和３年度の各種イベント事業費として501
万９千円の申請を受けたもの。

【新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援事業関連】
○質問･･･�新型コロナウイルス感染症の影響により生活困窮となり、交通費にも困っているような方につい

て、最寄りの総合支所で支援金の申請を受け付けてもらえないものか。
　答弁･･･�現在、地域福祉課が窓口となっているが、各総合支所で対応できるか検討したい。

質　疑

【新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業関連】
○質問･･･�集団接種において１日600人であった当初の接種上限を、さらに増やして接種を進めていく考え

なのか。
　答弁･･･�65歳以上の高齢者について、７月末に接種完了を目指す国の方針が出されたことに伴い、１日当

たりの接種人数を１会場あたり最大1,500人に増やすことを予定している。接種人数が増加する
ことにより、ワクチン接種に従事する医師等への謝礼を追加する必要がある。

○質問･･･�石鳥谷地域において、当初は石鳥谷生涯学習会館で接種を進めていたが、接種会場が花巻市交流
会館へ変更となり、石鳥谷地域内の集団接種会場が無くなってしまった。石鳥谷地域の方にとっ
ては不便だと思うが、会場が変更となった経緯は。

　答弁･･･�石鳥谷生涯学習会館は、当初会場内を３レーンで接種していたが、国の要請により７月末までの
接種完了を目指すとなると、石鳥谷生涯学習会館での接種人数を増やすことが困難だった。その
ため、大きい会場の花巻市交流会館に変更した。花巻市交流会館までの交通手段が無い方につい
ては、乗り合いタクシーを手配し対応している。

○質問･･･�花巻市交流会館の場合、駐車場から接種会場までの距離が長く、歩いて会場に向かう高齢者等の
移動が大変である。このようなことを想定した上で会場を変更したのか。

　答弁･･･�今回の会場変更については、少しでも早く多くの市民にワクチンを接種し感染拡大を防ぐことで
命を守ることが最優先であった。駐車場から接種会場まで安全に移動できる方法を検討したい。

○質問･･･石鳥谷地域内に集団接種会場を再度設置する考えはないか。
　答弁･･･�可能ならば大迫・石鳥谷・東和地域にも集団接種会場を設置したいが、医師会や医療関係者との協

議が必要なことから、今後検討していきたい。

議案審議

可 決可 決
要旨 ･･･��デジタル庁設置法の制定及びデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律

による行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正
に伴い、関係する規定を整備するため、所要の改正をしようとするもの。

質　疑

○質問･･･�個人情報がより強い権限のもとに置かれることにより、国民、市民の生活がどのように変わるの
か。

　答弁･･･�デジタル化で地方の行政システム標準化により、事務の軽減と住民のサービス向上が図られる。
○質問･･･�個人情報保護条例を一律にすることにより、関連する条例の改正、新設が見込まれ、個人情報が漏

えいすることはないか。
　答弁･･･�現在のところ国から具体的な通知はないが、市の個人情報保護条例と照らし合わせ検討してい

く。

花巻市個人情報保護条例及び花巻市手数料条例の一部を改正す
る条例

質　疑

【ＪＲ花巻駅東西自由通路（駅橋上化）整備関連】
○質問･･･�ＪＲの鉄道施設であるにもかかわらず、なぜ市が概算整備費用38億円のうち24億円を負担しなけ

ればならないのか。
　答弁･･･�38億円のうち既存跨線橋の解体費約４億円の負担は今後ＪＲと協議していく。残り34億円につい

ては、国の補助金を16億円見込んでいることから市が24億円全額を負担するということではな
い。

○質問･･･�市の負担が24億円以上になる可能性もあるか。
　答弁･･･�ＪＲから整備費用の縮減案を出せる可能性が高いと聞いているため、市の負担が増えることはな

いと想定している。

○質問･･･�駅橋上化整備により、駅利用者が増える可能性については試算しているのか。
　答弁･･･�現時点での利用者数は把握しているが、整備後の利用者数は試算していない。

○質問･･･�多額の事業費を市が負担するにもかかわらず、地元企業が全く参入できない工事になるのか。
　答弁･･･�鉄道事業は特殊な事業であり、元請として受注できるのはＪＲに認められた企業になると思われ

る。しかし、２次・３次の下請契約を締結し工事をするのが一般的であることから、そこに地元企
業が参入できる可能性はあると認識している。

○質問･･･駅橋上化にこだわるのは財源があるからか。�
　答弁･･･�駅利用者の利便性向上、安全な東西の往来、駅周辺の活性化の基盤づくりを目的とし、花巻駅周辺

に人を呼び込んで活気のあるまちにしていきたいと考えている。

○質問･･･�駅の待合室で高校生が勉強できるようにすることは可能か。
　答弁･･･�コロナ禍により駅の勉強スペースの使用を止めているが、なはんプラザにも勉強スペースがあ

る。なはんプラザの勉強スペースの拡張等については、今後関係部局と調整する。


